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〈 目的〉

　一
般に普及が進んだ合成洗剤に含まれ る界面活性剤の 生態系 に対す る毒性は 、 様々 な研究に

よ っ て 明 らか に なっ て い る 。 これ に対 し 、 市民レ ベ ル で石 けん作りや河川の 浄化活動に有用微

生物群 （EM ）が広 く使われて い る 。 本実験で は 、
　 EM を添加 した洗剤 （石 けん）の 水質浄化

能を、各水質指標 と水圏微生物の動向を調べ るこ とによ っ て検証 した 。 併せ て 、
EM 添加洗剤

による界面活性剤の分解も検証 した 。

〈 方法 〉

実　 1　 EM 添加石　が水　　に与える　　に つ い て

　 60L の 容器に水 を 50L 入れ 、 底部 に土 4kg を容器 に均等に敷い た 。 その 後各資材 を投

入 し 、 水質や土壌微生物相を経時的に測定した 。 EM 区は EM 活性液を水量に対 し 1／10000 に

なるよ うに投入 した 。 合成洗剤区 （LAS 区）は ， 合成洗剤中の 界面活性剤の 濃度が 3ppm

になるよ うに混合 し、 EM 石鹸 ・石鹸区は加 えた合成洗剤の 量の 3倍量 とした 。

　水質の 指標 と して
、

ア ン モ ニ ア 、亜硝酸、硝酸、燐酸、濁度、COD 、 溶存酸素 、 酸化還元

電位 、 電気伝 導度、 pH を測定。 微生物相は、水中の 一般細菌密度 、 水面下土壌の酵母 、 乳酸

菌 、 好気性細菌、 嫌気性細菌 、 脱窒素菌を測定した
。

実験 2　 EM 　　石　 ・EM 活性　に よる　面活 　 1の 　　につ い て

　腐水域に分類 され る河川水 と 、 対象 とした河川下流の 海の 海 水を取水 し，供試 した 。 取水 し

た水に 、 界面活性剤を 30ppm になるよ うに混合 し、EM 石 鹸を 0．0444gX1 、EM 活性液を

水量に対 し 1110000になる よ うに 混合 した 。 それ を 、 25 ℃ 、 100rpm で 恒温培養 し、各

処 理区にお ける 3 日後の 界面活性剤 の 分解量 を 、 高速液体ク ロ マ トグラフ ィ
ーで測定 した。

〈 結果及び考察〉

実験 1　 EM 石鹸区は 、 投入 4 日目か ら水 の 濁度が大幅に改善され ， 水中の 窒素態も低い 濃度

を示 した．EM 石鹸区は 窒素を放出する脱窒素性シ ュ
ー ドモ ナ ス の 密度が ， 他の 処理区に比 べ

約 40 倍 も高くな っ てい る．こ の 結果 は，EM 石鹸に含まれ る EM が水槽中の 微生物活性 を高

め ， さらにシ ュ
’一ドモ ナ ス を誘導す るこ とに より，水質を改善する こ とを証明するもので ある．

また ， 21 日後の濁度 ・窒素態の 変動 を見て も ， 他処理 区は平均化 してい るの に対 し ， EM 石

鹸区は値が 下が っ て お り ， 水質改善効果が 3週間以上持続する事が明 らか となっ た。 これは 、

EM が土壌に定着 し ， 土壌の微生物 とリン ク し 、 自浄作用 を高めて い るもの と推察され る．

実験 2　河川水にお い て 、EM 石 鹸区は 対照区 と比較 し ， 2 ．45 倍の 分解促進 が確認された
。

海水で も、EM 活性液に よ っ て界面活性剤の分解促進が観察 された 。 これ らの 結果 は、　 EM の

作用 はも とよ り、 EM による水中の 好気性細菌の 増大 と活性化に よ る分解力の 向上 、 特に化学

物質の 分解促進で鍵 となるシ ュ
ー一ドモ ナ ス 属の 密度の 向上な どに よる相乗効果 と結論され る。
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